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=書 評=
S.・Cb.Raschmann,βαπ配woπθ 珈 戯 承 ∫56乃θπZεπ'rα」 ∫∫θη'P乃'10'09∫30乃θ
ππ4wε7'30乃ψ 碗5∫oア∫3c乃θ0厩 θr5πc加π9θπ απ加 π44θryor∫51α〃3∫c乃θπ
〃」9E麗εcぬ6ηTθ認 θ.(Vεr(荻η漉c肋 η8θη68r500∫θ∫α∫ ひro'o-AZ翅cα,Vol.44)
Wiesbaden,HarrassowitzVerlag,1995.viii+219p
松 井 太
イスラム化 以前 の中央 アジアの歴 史において,棉 布 ・絹布 をは じめ とす る布
吊類が,単 に現物 と してのみ な らず支払手段 ・通貨 と して も使用 され,社 会
的 ・経 済的 に重 要 な役割 を果 た してい た ことは,い まさ ら贅 言す る まで もな
い.9～14世紀 に年代比定され るいわゆ るウイグル語文献において も,棉 布(Uig.
b6z)が多数在証 されてい る.本 書の 目的 は,こ れ らウイグル語文献 中における
棉布の在証例 を もとに,ウ イグル社 会 における棉 布の社会 的 ・経 済的意 義を解
明す るこ とにある.
著者Simone-ChhsdaneRaschma皿は古代 テユルク言 語学 ・文 献学専攻.1992
年,博 士学位 論文P履0'08護∫c舵醐4W'r'5chψh∫∫∫or'5c加びη∫εr3麗C朋g8ηZκr
Bε4e蜘π94e5Bαμ〃じwo``5夢(荻∫(Bδz,α漉 π44erα`孟`鰍1∫cんεπτ碑 εαμ5Z朗`rα`αε∫επ
で9.一14.茄.μ.Z,により フ ンボル ト大学か ら学位取得.現 在はゲッテ ィンゲ ン科
学 アカデ ミー ・ドイッ所蔵東 方写本 目録編成部(G6tdngerAkademiederWissen.
sch㎡ten,Ka曲衷sie㎜gderO丘e姻ischenH皿dsc雌ten血Deutsc削鋤d)に所属 し,
ウイグル語文献に関す る専論を活発 に発表 してい る.本 書 は,前 述 の博 士学位論
文 に増補 ・訂正 を加 え,ウ ラル=ア ル タイ学協会叢書(v診r雌π耽 伽η8θη飽r30-
c∫θ泌 σrαJoAZ勧cのの第44巻と して公刊 した もの であ る.
19世紀末か ら20世紀初頭 にかけて各 国の中央 アジア探検 に よ りウイ グル語文
献が発掘 ・将来 されてか らほぼ1世 紀 を経て,そ の文献 学的研究 はめざ ましい
進歩 を遂 げてい る.ウ イグル語 文献 の大 半 を占める宗教典籍 類 に関 して は,
続 々と未発表文献が解読 ・発表 され,対 応す る諸言語テキス トとの同定が進め
られている.そ の一方で,よ り歴 史学者の興味をひ く俗文書(リス ト ・帳簿類 を
(99)
含む)についても,1928年の刊行以来基本資料集 となっていたUSpを補足 ・修
正さらには凌駕する資料集として,MOTH,SUKなどがあいついで出版された.
本書は,このようなウイグル語文献研究の進展の成果 として提出された最新の
テキス トに依拠しつつ,ま た著者 自身による多数の未発表ウイグル語文献の調
査をもふまえた労作である.近年,欧米のテユルク学 ・ウイグル学界では,宗
教典籍の文献学的研究が主流とな り,判読困難な半楷書体や草書体で書かれた
俗文書は敬遠される傾向にあるだけに,俗文書 をも対象 とした本書は大いに関
ロ ラ
心を集めている.また,日 本のウイグル学者がその精力 を傾注 し,評者 も関心
を持っている,ウ イグル語文献の歴史資料としての利用 をめざす立場からも,
注 目すべき著作であることは疑いない.本 書を紹介するゆえんである.
本書は,大 きく分けて前後2つ の部分から構成される。前半部は第1章 ～第
7章からなり,著者の議論が提出される研究編の性格 をもつ.後 半は,前 半部
の研究編が依拠するところのウイグル語文献中の在証テキス トを提示する資料
集がその主要部である.以下に本書の目次を和訳 して掲げ,続いて各章ごとに
内容 を紹介する.
前言
第1章 導論
1.1テーマの地理的・歴史的設定
第2章 現在の新彊地域における棉花の伝播と利用の開始に関する史料
2」 文献史料
2.2考古資料
第3章b6zの語源について
第4章 棉花栽培と棉花の加工
4.lkapaz「原棉」
42栽 培と紡績準備のための加工の段階
4.3紡績
4.4織 布
4.5棉布の加工
(1)す で にLaut[1996]によ り書 評 が 加 え られ て い る,ま たM,ErdalもW詑〃θr勘'∫5chr哲
声r4詑κ撚4θ4θ5Mor8朗」伽4ε5誌上 に書 評 を 発 表 す る予 定 と聞 く.
(100)
第5章b6zの 特 定化
5.1
5.2
5.3
5.4
5.5
5.6
第6章b6zの さ ま ざ ま な 応 用
6.1
6.2
6.3
6.4
6.5
6.6
6,7
6.8
6.9
6」0
6.ll
第7章
資 料 集
資 料 索 引
量 ・寸法の表示
く　 ラ
商業基準
品質基準
地名表示
用途
色彩表示
その他の表示
支払手段としてのb6z
賦税としてのb6z
商品 ・貢納品としてのb6z
貸借物件 としてのb6z
賃借料としてのb6z
小作料としてのb6z
服地としてのb6z
画布としてのb6z
筆記用布としてのb6z
医術におけるb6z
贈 り物 ・喜捨としてのb6z
b6z「棉布」と 「(棉の)衣服」
略号表 ・文献目録
語彙索引
第1章[pp.1-12]:9～14世紀の高昌ウイグル王国における棉布の経済的 ・文
化的意義を解明することが,本書の目的として表明される.つ いで本書が依拠
するウイグル語文献に関する基礎的知識,お よび漠北時代から東部天山地方へ
の移住を経てモンゴル支配に属するまでのウイグル族の歴史 ・経済を,先行研
究に拠 りつつ概説する.
(2)本書目次にはな く,本文においても実際には節番号が付 されていないが,本 来は1
節を構成するはずだったものと思われる.
(101)
第2章[pp,13-19]:正史を中心とする文献史料 と沙比提[1973]の考古発掘報
告により,高昌を中心とするトゥルファン盆地では紀元後3世 紀以降から棉花
栽培 ・棉布生産が開始されていたことを紹介する.ただし文献史料 として,さ
まざまな種類の棉布類に関する記事 を含む高昌国時代 ・唐代の トゥルファン出
くの
土漢文文書 に も言及 する必要 がある.
第3章[pp.20-25]:棉布 をあ らわす ウイ グル語b6zの語源 に関す る先行研 究
を整理す る.b6zの語源 はまずLaUfer[1919]によ りギ リシア語pvσσoil(byssos)
に求 め られ,さ らにこのGr.βuσoζない しUig.b6zと関係 を もつ とみ られ る
各言語 の 「棉 布」を意 味す る単語 として,ア ラビア語bazz,シリア語buz～bU§a,
チ ュヴ ァシュ語pir～pit・・pUs・・piSi,トル クメ ン語bizなどが,Bang[1921],
Ecsedy[1975],R6na-Tas[1975]らによって とりあげられている.し か し,こ れ
らの相互 関係や借用経路 について はい まだ不明の点が多い.著 者 は これ らの語
に加 えて,Sims-Williams&Hamilton[1990]によ り公刊 された敦煙 出土 ソグ ド
語文書 中のwgynyを紹介す るが,こ のwgynyがUig.b6zの語源 であった可能性
については「歴史状況 に鑑 みて もっともあ りそ うなことと考 えられるが,そ れで
も現存の史料状況 では直接 の証拠 は指摘 で きない」と述べ るに とどまる.
以上 の3章 は,次 章以 降で の本格的議論 のための序論 ともい うべ き部分 を構
成 してい る,そ れゆえ,特 に 目新 しい論 点はないが,著 者 は先行研究お よびそ
こで紹介 されてい る史料 ・資料 を的確 に把握 しつつ,専 門外 の読者 に基礎 的知
識 を提供 している といえる.こ れに対 して,第4章 以降 では,い よい よウイグ
ル語文献の記事 を本格 的に利用 した議論 が展 開 される.
第4章[pp.26-39]:主にウイグル語訳 『弥勒会 見記(Mainisimit)』中の棉布織
造 に関す る記事 と,今 世紀初頭 に現 地 を調査 したGolomb[1959]の報告 との比
較検討 に よ り,9～14世紀の ウイ グル社 会の紡績 ・織布行程 関連語彙 を抽 出す
る.著 者[pp,31-32]も留意 してい るよ うに,『弥勒 会見記』は トカラ語原 典か ら
(3)これら中央アジアの棉布生産に関する編纂史料 ・出土文書史料は,宮崎純一[lg82]
が要領よくまとめている.た だし,ト ゥルファン出土文書に関する言及は,現在の史
料状況からは不十分である.
(102)
の翻訳であるから,その記事をそのまま西ウイグル期～モンゴル期の社会的実
態とみなすことには慎重となる必要があるが,一 般的な紡績 ・織布技術 と『弥勒
会見記』の記事との対応は興味深い.ま た,これまで未解明のyiti(一sakiz)傭魍
おさ
を棉布 の品質(=密 度)な い しは織 り幅 の指標 とみな し,「一定 の長 さの箴 の上
に7(な い し8)本 の歯が ある織機 で織 られた」と解釈 したこ と[pp.37-38]は,
織機の構造 や織布技術 に着眼 した点で新鮮であ る.
第5章[pp.40-63]:ウイグル語文献 中 にお いて,b6zに さまざ まな特定化
(Spezifikadon)をあ たえる術語 を「量 ・寸 法の表示;商 業基準;品 質基準;地 名
表示;用 途;色 彩 表示;そ の他の表示」に分類す る とともに,そ の検討 を試み
る.著 者 のテユルク言語学 ・文献学の素養 と,そ の独創 牲が大い に発揮 されて
いる部分 である.以 下 に,本 章で検討 されてい る術語 と,そ れ らに対す る著者
の解釈 を紹介 しよう.
量 ・寸法 の表示:baγ,ikibaγ「端,匹 」;こi'γ(<Chin.尺)「」;inlig
「尋」;k61(U)k(1頭の駄獣 で運べ る量);qari'「尺」;qula6「尋」;sin'gar
「半分 もの」;qat「(巻かれた)1か さね」;yitiz「幅広 の」;90ng(く
Chin.讐)
商業基準 誘uuluY(～蓉ulUY)tamYalfy「官 印の ある」;,..kidini(～kidi血ta)
くの く　ラ
yo血「～の地域で通用す る」;ikiu6f㎞lig「両 端に間道のあ る」
品質基準:こfγarf'b6zi「紡 ぎ車(で紡 がれ た糸で織 られた)棉布」;yinこga
～inこga「繊細 な,上 質の」;ka9(<Skt.kagi)b6z「Kagi(産の上質)棉
布」;qal'in「厚手の」;tas/ta訂粗悪 な/夕依 用 の」';yoγun「厚手 の」;
(4)著 者 がkidinを"Region"と解 釈 す る の はZieme[1980,AoF7,pp.211-212]の旧 説 に
回帰 す る もの で あ るが,も は や 無 意 味 で あ る.す で に森 安 孝 夫[1989,pp.54-5g;1995,
pp.6g-72]は,このkidinが「バ ザ ー ル,市 場,商 店 街 」を意 味 す る こ と を,漢 語 と の対
訳 例 か ら解 明 して お り,SUKも 森 安 説 を採 用 して い る[SUK2,p.261].また,マ ニ教
文 献 中 に もUig.kidin/Sogd.w'cm"Bazaar"の対 応 例 が 発 見 さ れ て い る[Zie皿e,in
p血t],
(5)kinlig「間道 」とは,布 吊 が 盗 勇 され て い な い こ と を示 す た め に あ ら か じめ 余分 に織
り込 ま れ た色 彩 布 地 で あ る[森 安1989,pp.59-60].
(103)
yumgaq・・yumgaqraq「軟質の」;yuqaqi'a「きわめて軟質 の」
地名表示:qo60b6zi「高 昌の棉布」;solmib6zi「ソル ミ(=焉 書,カ ラ
シ ャール)の 棉布」
用途:bazagnk瀕gb6z「彩色用 に張 られた棉布」;kadgU(tonaγu)b6z「は
おるべ き(着るべ き)棉布」;tonluqb6z「衣服用棉布」;yoγluqb6z「布
地用棉布」;yunglaqliqb6z「通貨用棉布」
色彩表示:alab6z「まだ らの棉布」;altun,altun6nglUg,altunyaltri'qlaγ「金
色 の」;qiz'il「赤い,紅 い」;yiirUng～yUning一'igb6z「白い棉布」
そ の他 の表示:sanggadikrakaningb6zi「Sahghatiとい う僧衣 の棉布 」;
kogomokb6z「亜麻布 の衣服」;yortq・"yoruq「通行用 の」
ただ し,こ れ らの術語 に対す る著者 の分析 は,あ くまで もテ ユル ク言語 学
的 ・文献学的立場か らす る辞書 レヴェル ・語彙 レヴェルでの考察 に とどまって
いる.と りわけ,俗 文書 に在証 され る術語が もっていたであろ う歴史的背景,
換言すれ ば,こ れ らの術語 によって特定化 され る棉布の実態についての歴史的
考察が十分 とは言 いが たい.特 に,西 ウイグル期 ～モ ンゴル期 に流通 していた
棉布 の実態 を考察す るにあたっては,先 行す る唐代 トゥルファンにおけ る状況
との比較 が有効 となるこ とは,容 易 に理解 されるであ ろう.そ の例 と して,棉
布 の計量単位 として用 い られるbaγ～ikibaγ,棉布 の規格 を示す9uuluγ(～蓉uluγ)
tamγalfyに関す る著者 の説 について,若 干 の再検 討を試みたい.
baγ,ikibaγ[pp.42-44]:すで に山田信夫[lv,pp.186-187;vI,pp.175,215;xu,
pp.495-496]が,Chin.端/Uig.baγとい う 『慈恩伝 』での対訳例 を中国の匹端 制
と関連 させ,「baγ=端,ikibaγ==2端==1匹」との対応 関係 を示 した ことは周
くの
知の通 りである.著 者 も全 面的 にこの山田説 を踏襲 してい る.
しか し,こ の山田説 に対 して,荒 川正晴[1994,pp.112-115]は詳細 に検討 を
加 え,ウ イグル文書中のbayが半端(=2丈5尺)な い し半匹(=2丈)に 相 当
(6)Laut[1996,p.364]がこ の 山 田 説 に 言 及 せ ず,著 者 の説 を"wichtigeπθ粥Vorschlage
undErkenntnisse"(強調 は 評 者)の 一一つ と して 紹 介 して い る の は遺 憾 で あ る.
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し,そ れ に対 して 劃dbaγが1端(=5丈)な い し1匹(=4丈)に 相当す る可能
性 を指摘 した.荒 川 の指摘 は,①1匹=2端==4丈=40尺 の匹端制は先秦 時代
の ものであって北魏 時代 以降は変遷が見 られ,唐 代 には1匹 の長 さは4丈=40
尺,1端 は5丈=50尺(匹 ・端 とも幅は1尺8寸)と なった こと,② 実際の税 布
徴 収 ・財 政支出 ・市場での流 通においては1端 ・1匹単位の布吊 と半端 ・半匹
単位の布 吊 とが同様 に使 用 された こと,③ 唐 の高 昌国征服 によってこの 匹端制
が租庸調 制 とともに敦焼 や トゥル ファン地域 に導入 され たこと,④ おそ ら く西
ウイグル もこの唐制 を踏 襲 した と思われる こと,を 論拠 とす る.
ここで評者は,Text-Nr.16(SUKMi20,ll.7-8)のikiyart'mbaγli-qb6z「2.5baγも
のの棉布」とい う表現 に着 目したい.著 者[p.43]も解釈 に苦労 する ように,こ
の 「2.5baγもの」は,確 かに数 字 としてい ささか中途半端で ある,し か しなが
ら,仮 に頻出す るWbaγ(～ikibaγli'q～ikilik)「2baγもの」を山田説 に従 って1
匹(=唐 制の4丈)と 解釈す れば,こ の 「25baγもの」は唐 制の1端(=5丈)
に,ま たbaγは唐制の半匹(=2丈)に 相 当する こととなる.こ の ように考 えれ
ば,ウ イグル文書 中のbaγ,ildbaγ,ikiya伽baγliqとい う棉布 の規格 は,唐 代 に
流 通 していた布 吊類 の規格 の体系 と,き わ めて整合 的に説明 される.
従 って,評 者は,荒 川に よるbaγ,ikibaγの解釈 を より限定 し,ウ イグル語の
baγは唐制の半 匹=2丈,Wbaγ は唐 制の1匹(=4丈)に 相 当す るものであ っ
た と考 える.こ れはikibaγ=1匹とする山田以来の通説 を支持す る ものである
くの
が,baγを安易 に 「端」に対応 させ るこ とには従 えない.
9uuluγ(NVsuluγ)tamγa恥[pp.48-50]=著者 は,河 西地方 出土の漢代絹布 が幅 ・
長 さ ・重 さ ・通貨 としての価値 ・生産地に関す る銘文 を有 してい たこ とに着想
を得つつ,こ れ まで明解の なかった9uuluγ「9u(・・9uu)のある」について,「9uuluγ
はChin.署『官庁;書 くこと,記 入す ること』か らの派生語 であ り,古 代 テ ユル
ク人のあいだに も布吊 に公的な銘文が記 されてい たことの証明 であ る」と述べる
(7)ウイグル語訳 『慈恩伝』で「端」がbaγと対訳されているのは,唐制の半匹が先秦時
代の1端 に相当することと何らかの関連があろう.
(105)
[p50],ところが,著 者 は語彙 索引[p.217]では9uuluγtamγali'γをま とめて"mit
a皿tlichemSiegelversehen"と紹介 してお り,一 貫 してい ない.
しか しなが ら,す でに多数 発見 ・報告 されている トゥルファ ン出土 の唐代税
布(庸 調布 ・租 布)に も,品 質 ・規格 を保証す るための官印が捺 される ととも
に,そ の輸納地 ・輸納者の氏名 ・輸納物(庸調布 ・租 布の 区別)・輸納年 月 日が
記入 されている[e.g.Ste血1928,pl.CXXVII;仁井田1940;關尾1989].出土 地域
お よび年代か らみて,著 者の言及す る布 吊 よ りも,こ れ ら唐代税布が よ り直接
的 にウイグル文書 中の 蓉uuluγtamγa塒b6zに関連す る ものである ことは明 白で
あ る.従 って,著 者が最初 に考 えたように,9uuluγは輸納 地 ・輸納者 名その他
の事項が記入 されてい ることを示す もの に相違ない.ウ イ グル語 で これ らの事
項が記 されている布吊の現物が発見 され てい ない こ とは著者[p.50]の言 う通 り
であ るが,唐 代の税布が西 ウイグル期以降 にもその まま流通 してい る可能性 も
十'分にある.
また,著 者 は 首UU繕Uの語 源 を 「署(*伽o)」と考 えたが,評 者 は 「書(*誕WO)」
　ヨ 　
の可能性が高 い と考 える。なぜ なら,や は り唐代の税布 に関 して,駄 唐六 典』
には 「其調,皆 書 ・印」との規定があ り[仁井 田1940,p.251],この 「書 ・印」は
9uulUYtamγal1'γとの一脈の 関連 を感 じさせ るか らである.ウ イ グル語訳 『i慈恩
伝』で も 「書」は90と音 写 されてい る[庄 垣内lg82,pp.35,151]。
これ らの点 をふ まえ,評 者 は,§uuluγを「書銘 のあ る;書 押の ある」と訳す こ
く　ラ
とを提案 する.
この他 に も,例 えば,tonluqb6z「衣服用棉布」とyoγluqb6z「布 地用棉布」と
は具体 的に どのよ うに異 なるのか,あ るいは同一 の実体 に別の呼称が与 えられ
ているのか,と いった疑 問が生 じる.同 様 の疑 問は,と もに「厚い,厚 手の」を
(8)中 古 音 はKarlgren[1957,Nos.45r,45t]による.
(9)本 書 刊 行 前 に博 士 論 文 の段 階 で の著 者 の 説 を知 り得 たSUKは 蓉uuluγに 「署 名 の あ
る」との 訳 を与 え る[SUK2,p.285;SUKI[359],編者 註p.211*2].しか し上 にみ た よ
う に,唐 代 の 税 布 に 記 され る の は納 税 者 の 「名 」だ け とは 限 ら な いの で,あ え て別 案 を
提 示 す る.
(106)
意味するqalin,yoγunにもあてはまる.これらの術語の実態を考察するにあたっ
ても,先行するトゥルファン ・敦煙出土文書にみえる布吊関連の術語との比較
が,お そらく有効であると思われる.今後の課題として指摘 しておきたい.
また,前 章についても述べたように,宗教文献中の術語については,単 に文
献上の翻訳のためだけに用いられたものにすぎないという可能性にも常に注意
しなければならない.例 えばka蓉b6zは4件の在証文献すべてが非ウイグル語
から翻訳された宗教文献であ り,またqat,bir話ong,yuqaqfaなども宗教文献中に
一度 しか在証されない術語である.これらの術語が現実に社会的 ・経済的な意
味を有 していたか,評 者には疑問である.術語の分類 に際 しては,俗文書に在
証 される術語 と,宗教文献のみに在証される術語とに分類するの も有効ではな
いだろうか.
さらに,本章だけでなく本書全体に関わる問題であるが,棉 布に関連する術
語としてはquanpu「官布」(<Cl血.官布)を積極的にとりあげるべ きであった.
なぜなら,森安孝夫[1991,pp.52-54]によれば,敦燵文書にみえる官布が麻布と
考えられるのに対 し,ト ゥルファンのウイグル文書に見える官布は棉布である
可能性が高いからである.さ らに森安は,官布の在証されるウイグル文書が相
対的に古い特徴を有するのに対 して,相 対的に新 しいウイグル文書には官布が
現われな くなる傾向を指摘 し,その背景 として,西 ウイグル王国からモンゴル
支配へという政治的変動とそれにともなう貨幣体系 ・税体系の変化を想定して
いる.これは著者が副題に掲げる棉布の「経済史的研究」にとって重要な指摘で
あるが,著 者が これを見落としているのは残念である.
第6章[pp.64-95]:棉布実用の諸局面を幅広 く抽出する.こ のうち第1節 ～
第6節 が,本書の副題である「イスラム化以前のウイグル文献による文献学的 、・
経済史的研究」の うち「経済史的研究」に相当する部分を構成 してお り,歴史学
の立場から最も興味を惹 く部分である.
まず第1節[pp.64-71]では,主 に売買契約文書にみえる支払手段としての棉
布の利用例を抽出 し,棉布で支払われる売買物件(土地,ブ ドウ園,奴隷,馬,
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衣服)の価格について考察する.土地 ・ブ ドウ園売買に関してはその絶対面積が
契約文書中に明記 されず,ま た馬 ・衣服などは実例が少ないので,売 買価格を
相互に比較することは困難であるが,著者は椴子(tavar)借用の返済額 と13歳の
男児奴隷の売買価格がともに50b6z,ブドウ園の一部 と男奴隷の売買価格が と
もに100b6zであるという実例を発見 している[p.70].積年の課題であるウイグ
ル文書中の通貨(棉布 ・官布,銀 ・紗ほか)と価格の問題の解明に向けて,微細
ではあるが重要な発見である.なお,奴隷の価格については山田信夫[VI,p.175]
が奴隷1人 ≒100b6z(ないし官布)≒銀50両≒銀1錠(≒i砂9錠)という関係を
抽出してお り,またZieme[1976,AoF4,p.244]も土地売買における官布の価格
を考察 している.著者はこれらの研究成果にも言及すべきであった.
第2節[pp.71-78]では棉布が税 として納入される在証例が検討 される.周知
のように,ト ゥルファン出土のウイグル文書 ・モンゴル文書にみえるさまざま
な税 目の実態および税制の運用などについては,物価問題 と同様,ほ とんど不
明に近い.著者の議論も,このような現状 を画期的に打開したとはいえない.
しか しなが ら,1度あた りの棉布納入額が売買契約 における物件の価格 よりも
かな り少ないこと,ま た2つ のリス ト文書Text-Nm.82,25(USp33,91)にみえ
る「ハン(xan)税」の額に差があることなどに注 目し,同一年内に税が反復賦課
く　の
された可能性を指摘 した点などは,ウ イグリスタンにおける税制 を考察する上
で留意すべきである。また,こ れまで少なかったクプチル(qub6血)税の在証例
(Text-Nr.53)を新たに発見 したのも著者の功績である.
第3節[pp.78-81]では,まず中国側漢文史料にみえる西ウイグルの貢納記事
に言及 した後,主 に商業関係の書簡の在証例をもとに,棉布が商品として交易
されている状況を指摘する.第4節[pp.81-85]では消費貸借契約 にみえる借用
物件ない し返済物件としての棉布,第5節[pp.85-87]では動産貸借の在証例を
もとに賃借料 としての棉布について検討する.第6節[p.87]では,土 地貸借の
小作料が棉布で支払われた例として,Text-Nr.17(SUKMi23)の在証例 を指摘す
(10)こ れ は 著者 の 旧稿[Raschmann1992,AoF19,pp.158-159]に基 づ く議 論 で あ る.
(108)
る.し か し,著 者 も記 す ように,こ の文 書は 「返還証文(yantutbitig)」で あるか
ら,こ の文書 お よびそ こで授受 されている棉布の性格 を決定す るには,な お議
論が必要 であ ろ う[cf.山田IV,p.186;SUK2,p.16g].
つづ く第7節 ～第10節[pp.88-93]では,服 地 ・画布 ・筆記用布 ・医療 用具 な
ど,棉 布 の布 呂本 来 の機 能 に もとつ く利用 を示す在証例 を と りあ げ,第11節
[pp.94-g5]では棉布が贈物 ・喜捨 と して用 い られている在証例 に言及す る.た
だ し,こ の5節 で用い られてい る在証例の多 くは宗教 典籍の翻 訳文献であ り,
や は り実 際の社会 生活 を反映 してい るか につい て考慮す る必要が ある.
第7章[pp.96-101]:uig.b6zが「棉布」以外 に 「衣服」を意味 し得 たこ とを論
じる.そ の根拠 は,漢 文原典 の「衣;衣 服」がb6zと対訳 され る宗教 文献 中の在
証例 であ る.計11箇所 の対訳在証例 の うち8箇 所が 『慈恩伝 』に集 中 してい る
が,敦 焼 蔵経洞出土の 『善悪二王子経 』[cf.Hamilton1971]が含 まれ るこ とを考
慮 す ると,9～14世紀の ウイグル語におい て,少 な くとも訳経の際 にはb6zが
「衣服」を意味す る ことは十分 にあ り得 た もの と考 えられる.本 章 はウイグル言
語学 ・語彙研究 に対す る重要 な寄与 とい える.さ らに著者 は,俗 文書 にみ える
kapazb6zi(Text-Nm.43,111c),iUb6z,ta§b6z(Text-Nm.104-107)も,それぞれ「棉
衣 」「内衣」「外衣」を意味す るとする.こ の点 に関 して は,在 証例が少 な くその
文脈 も明瞭で ない現在 ではにわかには従 えないが,傾 聴 すべ き指摘であ る.
資料集[pp,103-187]では,本 書 で利用 された計113件の ウイグル語文献 につい
て,所 蔵番号 ・先行研 究 ・資料 内容,テ キス ト転 写 ・独訳 が掲 げ られる.引 用
されてい るウイグル語文献 は,ベ ル リン ・サ ンク トペテルブルグ ・パ リ ・イス
タンブル ・京都(龍谷大学)・中国の各 コレクシ ョンにわた る.著 者 は可 能な限
り実見調査 を行 ない,ま た現在行方不明の資料 について も,す べ て写真 複製 に
くユリ
より原テキス トを確認 している.全ll3件のうち52件は,これまでテキス ト・写
真 とも未発表であ り,著者によって新たに解読され,学 界に紹介 されたもので
(11)Text-Nm.1,5-7,10,23,24,29,31-44,46-48,50-61,64-72,74-79,85.その う ちNm.74-79
は,文 書 現 物 は行 方 不 明 なが ら,イ ス タ ン ブル 大 学 に写 真 が 所 蔵 され て お り,著 者 は
0,F.Sertkayaの協 力 を 得 て こ れ らの 写真 を利用 して い る.
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ある.さ らに,各 テキス トの在証例か らどのような議論が導かれているかを容
易に参照できるよう,各々の独訳に続いて本書第1章 ～第7章 での引用ページ
数が記 されているのは,い きとどいた配慮である.
ただ し,写真複製は掲載されておらず,ま た転写テキス トも棉布(b6z)の在証
箇所を中心 とする部分的引用に限られている.いずれも紙幅の関係か ら割愛せ
ざるを得なかったものであろうが,結 果的に資料集 としては不完全なのが1昔し
まれる.と りわけ,上述の52件の新資料については,そ の写真複製あるいは全
テキス ト転写を,す でに発表 ・公刊 されているテキス トの部分的引用に優先 し
て提出する方法 もあったのではないだろうか.も ちろん,こ れは望蜀の願いで
あって,多 数の新資料を初めて学界に紹介 した著者の功績はまことに大 きく,
その努力に敬意を表 したい.
資料索引[pp,188-191]にはこれらウイグル語文献の所蔵番号 ・原番号 ・USp
番号が リス トアップされている.こ こで も欲を言えば,hαo,番号 ・SUK番号
も対照されていればより便利であっただろう,略号表 ・文献 目録[pp.192-208]
のあとに付 されている語彙索引[pp.209-219]も,網羅的ではないが,本 書の議
論に関する主要なキーワー ドについて一覧することがで き,有用である.
以上,評 者の関心に従 うあまり,い ささか偏頗な内容紹介 となった.こ の
点,読 者のご寛恕を乞うものである.
本書 を通読した結果,本書がウイグル語文献の在証例から棉布利用の諸相を
幅広 く抽出することに成功 していることは,率 直に評価できる.た だし同時
に,歴 史学の側か らは,こ れらの諸相が9～14世紀 を通 じて存続 し得たのか,
あるいは個々の相が時間的 ・空間的にごく限られた事象であったのか,相 互に
どのように関連 しているのか,と いった疑問が生 じるであろう.例 えば,著者
はしばしばMOTH所収文書を利用しているが,こ れらは11世紀以前に年代比定
される敦煙蔵経洞出土文書であり,そこから導き出される事象を,著者が第1
章で提示 した 「9～14世紀の高昌ウイグル王国」に通有のものと理解するために
は,何 らかの歴史的前提が必要である.こ の点,著 者の念頭にある時間的 ・空
(110)
間的設定はいささか曖昧であるとの印象は否めない.ま た,すでに何度か言及
したような,宗 教文献か俗文書か という性格の相違,あ るいは相対的な時代
く　　ラ
差といった在証文献の歴史性に対する配慮の不足 も,これと通底する問題とい
える.総評にあたり,本書の副題である「イスラム化以前のウイグル語文献によ
る文献学的 ・経済史的研究」のうち,本書の重心はあ くまでも在証例 を「文献学
的」に提示することにあ り,その在証例に対する歴史的 ・「経済史的」考察が手
薄であることを指摘せざるを得ない.
しか しながら,著者の専攻分野が言語学 ・文献学である以上,こ のような蝦
瑳をもって本書の価値を軽視するのは不当である.今後,中央アジアで流通し
ていた棉布 ・布吊類を通時的に比較研究する際には,本書の提示する多数の在
証例 と,それに基づく著者の議論を,積極的 ・批判的に利用することが不可欠
となるだろう.その点で,ウ イグル文書研究者だけでなく,これまでウイグル
語文献に興味を持ちながらそれらを直接には読解できなかった研究者にとって
も,本書の持つ意義は大 きい.著者の議論を検証 ・深化させ,文 献学的研究と
しての本書が残 した問題を解決 していくことは,中央アジア歴史研究の側にゆ
だねられているといえる.
ところで,評 者は1997年2月～3月にかけてベルリンを訪問 し,当地の各機
　エの
関が所蔵するウイグル語 ・モンゴル語文献を実見 ・調査する機会に恵まれた.
そのなかには本書で利用されたウイグル語文献 も多 く含まれる.以下には,こ
の調査で得た知見 をもふまえつつ,本書での議論に関する若干の細かい点を,
評者が気付いた範囲で指摘する.また,単純な誤解 ・誤植なども,あ わせて訂
正 しておきたい.
(12)ウ イ グ ル 文 書 の 相 対 的 時 代 判 定 の 指 標 につ い て は,森 安 孝 夫 の 一 連 の研 究[lg90,
pp.6g-72;lgg4,pp,63-83;1995,pp.79-81]を参 照 せ よ
(13)評者 の 訪 独 調 査 に 際 して は,ベ ル リ ン;ブ ラ ンデ ンブ ル ク科 学 ア カデ ミー ・トゥル
フ ァ ン研 究班(Berlin-Blandenbl壮gischeAkademicderWissenschaften,Akademievorhaben
Turfanforschung)のProf,WemerSunde㎜kann,Prof,PeterZie瑚e,ならび に 本書 の 著 者Dr.
Raschma㎜自身 に 多 大 の便 宜 を図 っ て い た だ い た.こ の場 を借 り,特 記 して深 甚 の 謝
意 を表 す る.
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p.3:本書 の表記法 に従 えば,安 禄 山はAn-lushanではな くAnLushanとすべ
き.周 知 の通 り,禄 山 はSogd.rwx蓉n"Light"を漢 字音 写 した人名であ る.
pp.6・7:高昌を中心 とする トゥルフ ァン盆地におけ る農業形態 を概観す るにあ
た り,著 者 は,す でに西 ウイグル期 の段階で潅概用地下水路であ るカー レーズ
(k訂1z)が利用 されていた とし,最 後 に"UnkiaristjedochdieHerkunftundder
Zeitpu櫨tderA皿agedieserFo㎜untehrdischerBewasserungsa皿agen"と結論 する.
しか し,カ ー レーズの東 トルキス タンへ の導入 は18～19世紀 に始 まることが定
説 となってい る[e.g.堀1983].一方,著 者の依拠す る王延徳 『高 昌行 紀』の 「有
水,源 出金嶺,導 之周園國城,以 概田園,作 水硅」(『宋史』巻490,中華書局版,
p.14111)とい う記事 も,明 らか に表面水路 に よる潅概 に言及す る ものである.
当時の農業形態 ・景観 をで きるだけ正確 に把握す ることは ウイグル文書 の内容
とその歴 史的背景 の理解 に際 して不 可欠なので,あ えて注意 を喚起す る.
p.15:百柄 本 『新唐 書』地理 志 ・西 州交河 郡の条 の出典 の(Kap.40,8b)は
(Kap.40,10b)に訂正すべ き(中華書 局版 ではp.1046).また蛇足 なが ら,同 史料
中の 「西州」は普通名詞的 に"westlichenRegion"と独 訳すべ きではな く,p.4と
同様 に"Xizhou(=Qoこo)"とすべ きであ ろう.
pp.26・27:Text-NL28(USp88,1.39)のb6zyirを「棉 布(を 作 るた め)の 土地」
か ら転 じて 「棉 花畑 」を意 味す る熟 語 と想定 す るのは,Zieme[1981,AoF8,
pp.252-253]に従 う もの である.し か し,当 該のb6zとy廿 との間に句 読点が
存 在す ることは,Ziemeが提 出 した図版[TafXXI]から も明 らかであ り,こ の
解釈 には無理が ある.著 者が この直後 で独訳 する ように,本 処のb6zはborluq
「ブ ドウ園」に課 される税 としての棉布,yirは「ブ ドウ園」に対置 される 「田地」
とみなすべ きであ る.
p.28:bantatu「絹」については,本 書刊行後Zieme[1995,esp.pp.490-492]が
詳細な議論 を展 開 している.
p.44:Text-NL8の在証例の うち,ygm亘6igin:盟qむqこfγの部分が漢文原典 に
欠 けている とするの は誤解であ る.漢 文原典 『千眼千手親世音菩 薩陀羅尼神 呪
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経 』の 当 該 箇 所(『大 正 新 修 大 蔵 経 』巻20,No.1057,93c7)には,正 し く 「二 十 肘,
此 土 三 丈 二 尺 」 と の 対 応 テ キ ス トが 存 在 す る.
pp.46・47:singarにつ い て,著 者 はPelhotOuigour10の在 証 例t6並otuzsingar
torqu(1.1);if6yigirrnisin'gartorquluγtavar(L4)を,それ ぞ れ"24HalftenSeide;14
HalftenSeidenwaren"と訳 し,「24の 半 分 も の(24×0.5)の絹;14の 半 分 も の(14
×05)の 絹 の 商 品 」と 解 釈 し て い る(L4の"14"は 明 ら か に"13"の 誤 植).し か
し,こ の 際 に 本 文 書 の 出 典 と して 引 用 さ れ て い るMOTH[pp,171-172]の解 釈 は
"yingt-quatreetdemiepiecesdesoie;desmarchandisesdesoieaunombredetreize
ptecesetdemie"(強調 は 評 者)と,著 者 と は 相 違 し て い る.い ず れ の 解 釈 が 正 し
い か は 即 断 で き な い が,少 な く と も註 記 が 必 要 で あ る.
p.74:Text.Nr.81(USp38,1.ll)でRadloffがtUdUnbirmig.taと読 ん だ 箇 所 を,
i著者 はtorpaqbirmig-taと訂 正 し,torpaqをtopraq"dryground"[ED,p.443]の誤
り とみ な し,さ ら にtopraqbirmigを棉 布 に よ っ て 納 入 さ れ る 「地 税 」 と 解 釈 す
る.し か し な が ら,当 該 箇 所 は 問 題 な くturpanbarmi'9-ta「ト ゥ ル フ ァ ン(へ)
ロの
行 った ときに」と読 めるので,著 者 の解釈 は根拠 を失 うと評者 は考 える.
p.76:Text-Nrn.81,82(USp38,33)に登場す るil6iを「使者」と即断す るの は,
い ささか慎重 さを欠 く.こ の両文書 はいわゆる「準 カイ イム トゥ文書」であ り,
これ らのil6iは人名 「イルチ」である可 能性 も高い[山 田XVI,esp.pp.3g-40].
p.86:評者の考 えでは,Text-Nr.67は,棉布やその他の物件 の供 出を命 じる行
政文書 であって貸借契約 ではな く,「賃借料 としての棉布」の在 証例 としては不
適 当である.な お,著 者 がsakizonulaγ「80頭の駅伝馬」と読 んだ箇所 は,sakiz
atulaγ「8頭の駅伝 馬」と読 むのが正 しい.
p.88:tonatUkに関連 して言 及 され るText-Nr.65はText-Nr.5の誤植,
pp.94・95:Text-Nr.50も喜捨 としての棉布の在証例 に追加すべ きであ る.評 者
が実見 した ところ,こ の文書 はlab(<Skt.labha)「喜捨,寄 進」〔cf.Zieme1979,
(14)この文書の現物は行方不明であり,評者は著者のご好意によりベルリン=ブランデ
ンブルク科学アカデミー所蔵の写真 を参照できた.あ らためて謝意を表する.
(ll3)
AoF6,pp.275-277]とい う語が1.9,i9にみえ,ま たその前後の文脈 か ら,お そ
らく仏事 に際 しての喜捨 ・寄進物 リス トと考 え られる.
p.126:chhL立機>uig.livki～1義wki;sogd。lypkyは,これ まで敦煤 出土 の漢
文文書 ・ウイグル文書お よびソグ ド語文書 には在 証 されていたが,ト ゥル ファ
ン出土文書 には在 証 されていなかった[MOTH,pp.129-131,142;Shns-Wihams&
Ham丑tonl990,pp.57-58;森安1991,p.52,n.29].このhvkiが,疑いな くトゥル
フ ァン盆 地で発見 され,ま た半楷書体で書かれてい ることか らほぼ10～11世紀
に年代比 定 され るText-Nr.33(L6)に在証 された ことの意義は大 きい.
p.145:Text-Nr.67に付 されてい る人名MYRに つい ての註1は,正 しくは
Text-NL61への註 である.
p.15g:Text-NL87(0.2)をhlαo.No.78とす るのは誤 り.Text-NL87は著者が
先行研 究文献 と して掲 げ るTugu蓉eva[1975]論文 中の第1文 書で ある.一 方
Intro.No.78は,同じTugu蓉eva論文 中の第2文 書 であ り,SUKに はMi24とし
て収 録 されて いる[cfトゥグシェバ1990].
p.177:Text-NLllO(Ot.Ry.1415)の先行研 究文献 と してY…㎜ada,S謡eandLoan
Contracts(=山田 ■1)を挙 げるのは誤 り.正 し くは羽田 ・山田1961,pp.202-203
&pl.15であ る.羽 田 ・山田1961は本書 の文献 目録 に も追加す る必要が ある.
p.190:サンク トペテル ブル グ所蔵のText-Nm.89-92の文書番号 中のSJはSI
とす るのが正 しい.こ れはSer-India(Sedndia)の省略記号であ る.
なお,著 者の提出 したテ キス トについては,Laut[1996,pp.365-366]もい くつ
かの修正案 を提示 してい るので参照 されたい.
以上,評 者 が本書 の真価 を測 りきれず,曲 解 ・誤解 に もとつ く妄評 を加 えて
いた とすれば,謹 んでお詫 び申 し上 げる.冒 頭に述べた ような ウイグル語文献
研究の発展 は,個 々の宗教典籍 ・俗文書 の内容分析 にとどまらず,あ らゆ るウ
イグル語文献か ら特定の事物 ・用語 ・術 語 を抽出 して,そ の背 景 にあ る歴史 ・
文化 ・社会像 を考察す ることを可能 にす る状況 を将来 しつつあ る.本 書 は,こ
のような方法論 を先駆的 に採用 し,今 後の研 究 にとって重要な出発点 を提供 す
(ll4)
るものとして高 く評価 されるべ きであることを,末筆ながらあらためて強調 し
ておきたい.
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